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「
唯
心
廻
転
善
成
門
」
は
華
厳
教
義

の
も

っ
と
も
重
要

な

「十
玄

門
」
申
の

一
門
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

『
一
乗
十
玄
門
』
に
お
い
て
立
て

ら
れ
、
『
一
乗
教
分
記
』
に
お
い
て
終

っ
て
い
る
説
で
あ

る
。
こ
の

一

門
に
つ
い
て
、
い
ま
そ
れ
に
関
連
す
る
説
を
も
ふ
く
め
て
、
そ
の
変
遷

を
考
え
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
『
一
乗
十
玄
門
』
の

「
十
玄
門
」
の
説
は
ほ
と
ん
ど
が
法
順

及
び
智
綴
の
観
行
に
拠

っ
て
説

い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

一
門
は

殊
に
そ

の
観
行
の
立
場
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

即
ち
、

第
九
唯
心
廻
転
善
成
門
者
、
此
約
心
説
。

所
謂
唯
心
廻
転
者
前
義
教
門
等
並
是
如
来
蔵
清
浄
真
心
之
所
建
立
。

と
説
き
、
十
門
中
の
前
の
諸
門

は
こ
の

一
門
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
る
所

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
ま
さ
し
く
観
行
の
立
場
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
、
「
如
来
蔵
真
心
」
の
所
建
立
で
あ
る
と

い
う

と

こ
ろ
は
、
他
の
諸
門
の

一
乗
の
説
と
異
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、

こ
こ
に
い
う

「唯
心
」
の
説
は
、
そ

の

「如
来
蔵
真
心
」
の

所
建
立
に
つ
い
て
、

若
善
若
悪
随
心
所
転
故
、
云
二廻
転
善
成
殉

心
外
無
別
境
故
、
云
二唯
心
↓

と
説
く
の
で
あ
り
、
そ
の
随
心
所
転

の
善
悪

に
関
し

て

「
浬
繋
」
と

「
生
死
」
と
の

「
順
逆
二
転
」
を
説
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『華
厳
経
』
に
拠
る
と
こ
ろ
と
し
て
、

心
造
諸
如
来
。

は
順
転
の
説
、

三
界
虚
妄
但
是
一
心
作
。

は
逆
転
の
説
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
、

生
死
浬
繋
皆
不
レ出
レ
心
。
是
故
不
レ得
四
定
説
三性
是
浄
及
与
二不
浄
幻

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『浬
契
経
』
の

仏
性
非
レ浄
非
二不
浄
輔
浄
与
二不
浄
一皆
唯
心
。

に
よ

っ
て
、
「離
レ
心
更
無
二別
法
ご

と
、

「仏
性
、

如
来
蔵
」

の

「唯

「
唯
心
廻
転
門
」

の
変
遷

に

つ
い
て

(
小

林
)
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心
」
を
説
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の

「唯
心
」
に
関
し
て
、
さ
き
に
説

い
た

「
心
外
無

別
境
故

云
二唯
心
こ

に
つ
い
て

心
外
無
二境
界
一
無
二塵
虚
妄
見
一

と
い
う

『
樗
伽
経
』
の
説
を
用
い
て
説
く
の
で
あ
り
、
こ
』
に
そ
の
観

行
の
立
場
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
説
は
更
に
、

若
論
二如
来
蔵
性
真
実
浄
心
説
一者
、
此
物
不
動
本
処
、
体
応
二十
方
一性
恒
常

転
、
縦
移
到
二他
方
一而
常
不
レ動
二本
処
殉

と
い
う

の
で
あ
り
、
観
行
の
立
場
に
拠
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
れ
に
続

い
て
、

是
故
、
錐
二復
七
処
九
会
一而
不
レ離
二寂
滅
道
場
幻

と
説
く

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
華
厳
経
』
の

一
乗
の
立
場
を
語

っ
て

い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
唯
心
廻
転
門
が
説
く
と
こ
ろ
の

「
如
来
蔵
」

の

「
唯

心
」
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
『法
界
観
門
』

の
観

の
説

で
あ
る
。
即
ち
、
「
理
事
無
擬
観
」
の

「
事
遍
於
理
門
」
の

得
二全
収
一而
不
レ壊
二本
位
↓

か
ら
進
入
す
る
、
「
周
遍
含
容
観
」
中
の

「
通
局
無
擬
門
」
の

全
遍
二十
方
一而
不
レ動
二
一
位
一

の
説
で
あ
り
、
こ
こ
に
却

っ
て
こ
の

「唯
心
廻
転
門
」
が
観
行
に
拠

っ

て
そ
の
観
行
の
立
場
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
は
、
『
華
厳
経
』
、
『
浬
葉
経
』
、
『
樗
伽
経
』
、
『
維

摩
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
勿
論
法
順
、
智
巖
の
観
行

の
拠
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の

『
経
』
説
は
当
時
の
中

国
の
新
し
い
仏
教
の
観
行
に
共
通
し
て
依
用
さ

れ
て
い
る
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
共
通
す
る

『
経
』
説
に
よ
り
な
が
ら
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ

の
観
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
立
揚
を
明
ら
か

に
し
た
の
で
あ
り
、
法

順

・
智
撮
は
そ
の
自
ら
の
立
場
を
こ
の
よ
う
な

「
唯
心
廻
転
」
の

一
門

を
も
っ
て
、
自
ら
の

「
一
乗
」
の
立
場
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

『
一
乗
十
玄
門
』
の

「
唯
心
」
の
立
場
を
う
け
る
も
の
に
、
智

撮

の

『
捜
玄
記
』
が
あ
る
。
た
だ

し
、
『捜
玄
記
』
に

お
け
る

「十
玄

門
」
は

一
経
の
所
詮
の
義
と
説
く
の
で
は
あ
る
が
、
十
門
の
標
目
を
示

す
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
『捜
玄
記
』
は
右
の
よ
う
な

「
唯
心
」
の
立
場

を
う

け

て
、
「十
地
品
」
の
十
二
縁
起
観
の

「
一
心
」

に
関
し
て
論
じ
て
い
る
。

即
ち
、
そ
の
十
二
縁
起
観
に
関
し
て

「
釈
義
」

の

一
設
を
設
け
て
説

い

て
い
る

「
法
界
縁
起
」
の
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
捜
玄
記
』
は

「十
地
品
」
の
説
に
つ
い
て
、

一
乗
を
三
乗
に
従
え

て
説
く

「共
学
」

の
説
で
あ
る
と
す

る
の
で

あ
る
が
、
従

っ
て
い
ま

「法
界
縁
起
」
は

「浄
法
縁
起
門

・
染
法
縁
起

門
」
の
二
門
を
も

っ
て

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
そ
の

一
乗
を
三
乗
に
従
え
て
説
く

「縁
起
」
は
ま
ず

「
本
有
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と
修
生
」
と
に
よ
っ
て
説

か
れ
る
が
、

い
ま

「浄
法
縁
起
」
は
こ
の

「本
有
」
,
 
に

「本
有
と
本
有
修
生
」
と
を
、
「
修
生
」
に

「修
生
と
修

生
本
有
」
と
を
分

つ
四
門
を
も

っ
て
説
く
の
で
あ
り
、
「
本
有

・
本
有

修
生
」

は

「
性
起
品
」
等
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「十
地
品
」
は
「
修

生
、・
修
生
本
有
」
の
如
来
蔵
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
「染
法
縁
起
」
は
そ
の
如
来
蔵
の

「
縁
起
」
に
つ
い
て
、
「
如

来
蔵

・
阿
梨
耶
識
」
の
心
識
の
縁
起
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
縁
起

一

心
門
と
依
持

一
心
門
の
二
門
を
も
っ
て
説
く
。
即
ち
、

こ
の
説
は
智
撮

が

『
起
信
論
』
・
『
地
論
』
・
『
摂
論
』
等
の
説
く

「
阿
梨
耶
識
」
に
つ
い

て
、
自
ら
の

「
唯
心
」
の
説
を
新
し
く
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

彼
の
観
行
の
一
つ
で
あ
る

「
唯
識
観
」
に
よ
っ
て
説

く
と

こ
ろ

で
あ

る
。
そ

の

「依
持

一
心
門
」
に
つ
い
て
は
、

縁
起

一
心
染
浄
即
体
不
レ分
二別
異
↓
此
依
持
門
能
所
不
レ同
分
レ
ニ
也
。

と
い
う
。
「縁
起

一
心
門
」
は
ま
た
三
門
を
分
ち
、
初

め
に

「
真
妄
縁

集
門
」

を
説
い
て

『
起
信
論
』
に
依

っ
て

「
真
妄
和
合
の
阿
梨
耶
識
」

を
示
す
。
そ
し
て
、
次
に

「摂
本
従
末
門
」
と

「
摂
末
従
本
門
」
の
二

門
に
つ
い
て
、
「唯
妄
心
作
」
は

『
摂
論
』
の

有
二得
不
得
・
見
不
見
等
一故
也
。

な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
た

「
唯
真
心
作
」
は

『
経
』
の

「
三
界
虚
妄
唯

一

心
作
」
を

『
地
論
』
の

第
一
義
諦
故
也

な
ど
に
よ
っ
て
語
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、

こ
の

「唯
心
」
の

説
は

『
一
乗
十
玄
門
』
の

「唯
心
廻
転
門
」

の
順
逆
二
転
の
立
場

の
説

で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
が
、

し
か
も

『
経
』
文
に
つ
い
て
は
全
く
逆

の
立
場
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

智
綴
に
は
、
そ
の
他

『
五
十
要
問
答
』
・
『
雑
孔
目
』
等
が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
立
場
に
あ

る
。

次
に
、
智
綴

の
門
の
義
湘
と
法
蔵
と
に
つ
い
て
は
、
義
湘
は

『
一
乗

法
界
図
』
に
お
い
て

『
捜
玄
記
』
の
説
を
出

な
い
が
、
法
蔵
は

『
一
乗

十
玄
門
』
の
説
を
う
け
て

「十
玄
門
」
及
び
そ
の

「唯
心
廻
転
」
に
関

す
る
新
し
い
論
説
を
示
し
て
い
る
。

即
ち
、
法
蔵
は
ま
ず

『
文
義
綱
目
』
に

一
経
の
要
を
概
説
す
る
が
、

そ
の

「
第
十
所
説
法
」
の
と
こ
ろ
で

「十
玄
門
」
を
示
し
、
そ
の
十
門

に
つ
い
て

一
門
の
前
後
を
入
れ
替
え
る
と
と
も
に
、
標
事
の
十
義
を
十

門
の
後
に
移
し
て
論
考
を
加
え
、

約
二縁
義
自
性
一故
有
二唯
心
門
一也
。

と
論
じ
て
い
る
。

次
で

『
一
乗
教
分
記
』
に
お
い
て
は
、
所
謂

「
一
乗
教

の
義
,
 
理
分

斉
」
と
し
て
の

「
法
界
縁
起
」
と
し
て

「十
玄
門
」
を
説
く
が
、

こ
こ

で
は
十
門
の
順
列
を
か
な
り
入
れ
替
え
る
と
之
も
に
、
「
唯
心
廻
転
門
」

に
つ
い
て
も
新
た
な
説
を
加
え
て
い
る
。
即

ち
、

唯
心
廻
転
善
成
門
。
此
上
諸
義
唯
是

一
如
来
蔵
為
二自
性
清
浄
心
転
一也
。

と
は
、
『
一
乗
十
玄
門
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
・し
か
し

れ
に
つ
い
て
、

「
唯

心
廻
転
門
」

の
変
遷

に

つ
い
て

(
小

林
)
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一
乗
の
説
と
し
て
、

但
、
性
起
且
ハ徳
故
異
三
二
乗
一耳
。

と
説
き
、
そ
の

「性
起
」
の
立
場
に
つ
い
て
、

然
一
心
亦
具
二足
十
種
徳
殉
如
二性
起
品
中
説
十
心
義
等
一者
即
其
事
也
。
所
二

以
説
7十
者
欲
レ顕
二無
尽
一故
如
レ是
自
在
具
二足
無
窮
種
種
徳
一耳
。

此
上
諸
義
門
悉
是
此
心
自
在
作
用
更
無
二余
物
一名
二
唯
心
転
等
叩
宜
レ
思
二
釈

之
一

と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
乗
の

「
唯
心
」
と
し
て

「
性
起
十
心
」

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

一
門
は
な
お
、
「
如
来
蔵
真
心
」
を
基
本
と
し

て
説

く
も
の

で
あ

る
。

そ
れ
は
、
こ
の

「
唯
心
廻
転
門
」
が

「
如
来
蔵
真

心
」
を
基
本
と
す
る
立
場
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
も

の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
所
謂
観
行
の

立
場
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
法
蔵
が
次
に

『
華
厳

経
』
の

「
一
乗
」
の
立
揚
を
明
ら
か
に
す
る
に
際
し
て
、
新
し
い

「
十

玄
門
」
を
説
き
、
そ
の

「新
十
玄
」
に
お
い
て
は

「唯
心
廻
転
門
」
を

除

い
た
こ
と
が
、

そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
新
十
玄
」
を
説
く
初
め
は

『
華
厳
経
旨
帰
』
に
み
ら
れ
る
。

即
ち
、

そ

の

「顕
経
義
第
七
」
に
説
く

「
十
種
無
擬
」
で
は

「唯
・心

門
」
を
除
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
別

に

「
釈
経
意
第
八
」
に

「
所
因
十
種
」
を
論
じ
て
い
る
中
、

二
、
唯
心
現
故
。

明
三
一
切
法
皆
心
現
無
二別
自
体
殉
是
故
大
小
随
心
廻
転
即
入
無
擬
。

又
釈
、
謂
、
彼
心
所
現
毛
端
之
処
、
此
心
於
レ彼
現
二大
世
界
↓
大
小
同
処
互

不
二相
擬
幻

等
と
は
、
所
謂

「十
玄
門
」
の
拠
る
と
こ
ろ
の
観
行
の
立
場
を
論
じ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

法
蔵
の
こ
の

「新
十
玄
」

の
説
は

『
探
玄
記
』
に
お
い
て
確
定
す
る

が
、
『
旨
帰
』
と
同
様

「
所
因
」
の

「各
唯
心
現
故
」
は
観
行

の
立
場

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

更
に
ま
た
、
『
探
玄
記
』
に
は
、
『
経
』
の

「十
地
品
」
の

「依
止

一

心
観
〔

に
関
す
る

「十
重
唯
識
」

の
説
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『捜
玄
記
』
は

「唯
識
観
」

の
み
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『探
玄
記
』
は

「
十
門
の
唯
識
」
を
論
じ
て
こ
こ
に

「
即
入
無
擬
」
ま

で
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
が
観
行
に
拠
る
説
で

あ
る
こ
と
は
、

是
約
レ教
就
レ解
而
説
。
若
就
二観
行
一亦
有
二十
重
殉
如
二
一
巻
華
厳
三
昧
中
説
殉

と
い
う
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
る
。

即
ち
、

「新
十
玄
」
は

「
唯
心
廻

転
門
」
を
除
く
の
で
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
別
に

「
所
因
」
と
し
て

「唯
心
現
故
」
を
説
く
こ
と
は
、
「
唯
心
廻
転
門
」
が
本
来

こ
の
よ
う

な
観
行
進
入
の
立
揚
を
も

っ
て
立
て
ら
れ
た

こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(竜
谷
大
学
講
師
)
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